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第7章「国家の健康：GCC諸国における公衆衛生・高等教育の発展と構造」（Muhammad H. Zaman and 
Katie Clifford）では、医療従事者を外国人に依存し、公衆衛生の概念が発達していない中で、大学や国際機
関が公衆衛生の研究を進めつつある状況を記している。第8章「GCC諸国における科学・工学教育：挑戦と








The Cosmic Perils of Qadi H
3
usayn Maybudī in Fifteen-Century Iran








































Public Culture and Islam in Modern Egypt:  
Media, Intellectuals, and Society 










































ām-e Edārī-Mālī va Nehādīne-shodan-e Nokhostīn-majles-e 
Shūrā-ye Mellī
























okūmat︲e Pārlemānī dar Īrān）」では、国民議会開設に至るイランの政治状況について論じる。次
に第2節「諸規則と国内の問題（Nez
3
ām︲nāmehā va Omūr︲e Dākhelī）」では、選挙規則と議会内規の制定に言
及するとともに、議会の開催地がバハーレスターン宮殿に選定された過程について述べる。























































 久保　亮輔・一橋大学大学院 経済学研究科 博士課程
150　イスラーム地域研究ジャーナル　Vol.10
家島　彦一
『イブン・バットゥータと境域への旅 
―『大旅行記』をめぐる新研究』
名古屋大学出版会、2017 年
イブン・バットゥータ（1304-68/69）は、ベルベル系ムスリムの旅行家であり、
14世紀前半に約30年かけて東は中国・東南アジア、南はインド、北は内陸ア
ジア・ブルガール、西はマグリブ・アンダルス、サハラ・スーダン地域まで当
時のイスラーム世界のほぼ全域を訪れたことで知られる。サハラへの旅からの
帰還後、マリーン朝スルタン、アブー・イナーン・ファーリスの命を受けた文
学者イブン・ジュザイイがイブン・バットゥータの語る内容を聞き取って『諸都市の新奇さと旅の驚異に関
する観察者への贈物』（日本では『三大陸周遊記』、『大旅行記』等の呼称がある）の題名で旅の記録を整理・
編纂した。本書は、1996年から2002年にかけて『大旅行記』の日本語への完訳および刊行を果たした著者
が、『大旅行記』の持つ問題点を再点検・整理し、新たに発見した史料や研究の成果を加える目的で執筆さ
れたものである。
本書は三部から構成されており、章立てに従って内容を紹介すると、第 I部「イブン・バットゥータ研究
のために」は、イブン・バットゥータの生い立ち・旅程、旅の目的といった基本的事項の概観、著者がこ
れまでアラブ諸国や西ヨーロッパの図書館・史料館・博物館・モスク等で調査を行ってきた諸写本の紹介
と分析、『大旅行記』の史料的価値と真偽性に関する先行研究の整理、マグリブ・アンダルス地方で記録さ
れた他の「メッカ巡礼記」との比較からなる。第 II部「海の境域への旅－イブン・バットゥータの見たイン
ド洋海域世界」では、インド洋海域世界に新たに出現した変化・変質について分析し、従来軽視されがち
であった海域を陸域同様重要な歴史展開の場とみなし、海域を一つの世界、共通の交流の舞台の場として
捉え、地域社会や国家という枠組みを離れて、相互の関係性の在り方を探ることで見方の多様性が立ち現
れる可能性をさぐった。また、港市の支配者がどのような政治的・経済的な動機と目的をもってイスラー
ム化を進めたのかスムトラ・パサイ王国、マルディヴ諸島、クルワー王国等の具体例を挙げて分析が加え
られている。第 III部「陸の境域への旅－ユーラシアとサハラ・スーダーン」では、13・14世紀にイスラーム・
ネットワーク拡大の最前線であったトルコ・アナトリア、ドナウ・デルタ地域、ヴォルガ川中流域に成立
したブルガール王国の政治・経済・文化に関するイブン・バットゥータの記述と、インド洋海域世界の状
況との比較と相互連関が試みられた。そして、ヒンドゥークシュ越えルートとサハラ砂漠越えというイブ
ン・バットゥータの利用した旅のルートを辿ることによりイスラーム世界と非イスラーム世界を結ぶ新た
な陸上交通ルートが拡大していく状況が示された。
本書は、これまでの著者のイブン・バットゥータに関する研究成果が盛り込まれた労作であると同時に、
単なるまとめにとどまらず、著者自身や後進である若い研究者に対する覚書、示唆が随所に込められてい
るのが特徴である。イブン・バットゥータの旅を可能にしたのは、13世紀半ばから14世紀半ばまでの国際
交易ネットワーク、人の移動、情報の国際化が進展する状況であった。『大旅行記』には訪れた先の政治・
社会・文化・人々の生活等が生き生きと描写される一方、読者の関心を引くような驚異譚・新奇譚のよう
な物語的叙述も多く、文学性にも富んでいる。これらのイブン・バットゥータや『大旅行記』の重要性や魅
力にもかかわらず、研究関心は同時代のマルコ・ポーロと比較しても低いのが現状である。著者の指摘す
るところでは、一部の現実離れした旅程や奇談と史実との整合性、写本の問題、イスラーム世界の境域機
能についての分析の深化などの課題は存在するが、本書をきっかけとして、イブン・バットゥータ研究が
より発展していくことが期待される。 杉本　悠子・早稲田大学大学院文学研究科研究生
